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１．はじめに 

最近の建設業界は高齢化や若手の入職者減少による

労働力の低下が懸念されている。その中で、東日本大

震災で被災した名取市閖上地区の復興にあたり名取川

堤防や海岸堤防の強化（嵩上げ等）の早期完成が求め

られている。 

本工事では、早期完成のために確実な品質の確保を目

的としつつ、これからの建設業の省力化に向けた取り

組みを行っている。また、施工時情報化戦略として、

施工記録を次世代に伝えていくために映像を活用した

CIM に取り組んでいる。ここでは、映像 CIM を計画の

要点について報告している。 

２．工事概要 

CIM 化の対象事業は、国土交通省東北地方整備局名取

川閖上１０工区堤防災害復旧工事(工期 平成 27 年 10

月 14 日から平成 28 年 7 月 29 日まで)における堤体掘

削・盛土嵩上げ工（NO11 から NO22 延長 220M、掘削

総量 570 ㎥ 盛土数量 23,000 ㎥）（図１参照）。 

 

図１：工事イメージ(３次元 CAD による完成予想図) 

 

  
写真１：ネットワークカ

メラ設置状況 

写真２：現況写真 

３．映像 CIM 導入の目的 

本工事の映像 CIM 導入の目的は、①施工現場の映像情

報を、施工者に限らず発注者とも共有し、品質情報の

透明性を図ることであり、②関係者間の意思決定や合

意形成の迅速化により、社内検査基準として品質の向

上・工期縮減を図ることである。具体的には、三つの

利用形態別に、事前に設定した目的(表 1 参照)に従い

映像 CIM を運用するものとする、 

表１ 映像 CIM 利用の狙い 

利用

形態

① 

映像情報及び技術の知財化としての利用 

・"情報の共通・共有化による施工の見える化" 

・現場教育・社内教育・技術の伝承 

利用

形態

② 

施工の妥当性の証明としての利用 

・施工手順の証明（盛土工） 

・施工速度の証明 

・悪天候時における対応 

利用

形態

③ 

省力化としての利用 

・現場立会い頻度の軽減 

・i ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝとの連動 

４．導入システム 

① ネットワークカメラと画像縮合（図２参照） 

本社管理部と現場監督者間のコミュニケーションを、

自立電源型ネットワークカメラ（写真１参照）と映像

縮合技術（タイムラプス映像）により現場情報をリア

ルタイムな意思決定の迅速化を図る。（※タイムラプス

映像：長時間の事象の変化を短時間で表現できる映像を意味

する。） 

 

図２ ネットワークカメラ構成図 
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②  情報の知財化（データベース）（図３参照） 

施工技術の知財化のために CIM 化は利用者視点で GUI

（Graphical User Interface）を整備している。 
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Ａ 検索情報設定 B 日別施工実績一覧 C 日別工事実績データ入力 

Ｅ 転圧・盛土情報入力 Ｆ 水位・アラート情報 Ｇ 定点カメラ映像再生 Ｈ 転圧作業情報入力 

Ｉ 転圧作業映像再生 Ｊ 転圧作業ＧＰＳ軌跡図 Ｌ 工事記録写真 Ｋ 転圧作業ＧＰＳグラフ 

 

D 工事現場３Ｄ図 

 

図３．DB 画面 （一日に発生する施工情報を、集約させたデータベ

ース。写真や画像情報が関係づけて確認できる GUI を充実。） 

③ ＧＰＳ搭載重機 

築堤工事における盛土工の品質管理として、映像及

び車両搭載 GPS による転圧機械により施工品質の向上

を図る。（図４参照） 

   

 

図４．GPS 搭載重機と転圧軌跡図 （ＧＰＳから得られる振動ロー

ラの 3 次元の位置情報からは，盛土の転圧回数の管理により盛土品

質の管理を行う。） 

 

５．まとめ 

映像 CIM 導入効果として、副次的な効果としてコス

ト削減や技術継承などについて検証していく。 

① 品質確保 

タイムラプス映像によって毎朝前日の業務を振り返り、

施工面の不具合や不安前行為に対して、即日修正する

情報化施工の効果を検証する。盛土工事における主な

効果としては、情報化施工における転圧軌跡の証明や

盛土に適した材料の使用（使用材料の変化）、悪天候下

での作業ではないかを映像でも確認することができる。

また、日常活動で映像を活用することで、コミュニケ

ーションの齟齬を少なくすることで品質確保の効果を

検証する。 

 

② 省力化 

タイムラプスの映像を確認することにより、現場での

立会い検査も省略することが期待できる。GUI 内に蓄

積された DB 上で施工品質を目視評価することで、省力

化を可能とする。特に目視確認項目については有効で

あると判断できる。 

③ 安全性の向上 

現場の臨場感のあるリスクイメージをタイムラプス

映像で遠隔にある事務所にどのように伝わるか、映像

によって表現できる環境負荷やリスク負荷量について

その理解度を検証する。 

④  技術継承 

従来の施工計画書や工事記録に比べて時系列、イベ

ントごとに整理されている映像 CIM データベースに

よって施工技術の説明力を検証する。また、工事検

査の工事説明で、その実用性を検証する。 

６．最後に 

今後、中小建設業の立場で、震災復興事業を通じて

CIM 化による集積した情報の活用として、設計情報と

施工情報の関係づけなどの機能充実など、知財化機能

とともにトレサビリティ機能の充実を図っていきたい

と考える。また、映像 CIM は、地方の建設業を対象に

した情報化技術であり、最新の ICT 技術としての画像

処理技術や通信技術など集約しており、地方の建設業

が積極的に取り組むことで、若い人達への建設に対す

るイメージアップとともに、若い人たちの雇用機会に

もつながり、地方再生への関与も期待できると考える。

建設業界では現在、ワーク・ライフ・バランスの充実

化を図る一環として、土日の休日確保に向けた取り組

みや女性技能者を５年間で倍増させる計画など、魅力

ある建設業としての情報を発信している。そのために

は映像による技術伝承や省力化に向けた対応などに積

極的に取り組むためには、タイムラプス映像を用いた

撮影技術はこれからの建設業には必要な技術であると

思われる。 
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